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籍鰯9

レ
毫
臼
藁
，
旨
，
き
，
ー
撃
函
～
讐
h
～
ギ
豊
義
プ
山
藷
て
蔭
で
農
，
謡
τ
員
吾
で
凄
n
て
重
・

P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

翻
　
白
石
市
を
は
じ
め
仙
南
の
二
市
七
町
で
は
、
別
世
紀
に
向
け
て
情
報
の
活
鴇

賜
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
「
仙
南
地
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
卿

㎜
想
」
を
策
定
し
・
実
現
に
向
け
て
事
業
遙
め
て
い
寄
そ
の
一
環
と
k

て

略
て
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
っ
た
農
村
地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
、
全
再

ユ

期
国
に
先
駆
け
、
仙
南
地
域
で
ス
タ
i
ト
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

哩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

Σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

Σ
嵩
き
雪
愚
下
函
て
宙
壱
τ
豪
『
函
マ
喚
ゼ
鋳
r
P
r
唾
τ
白
・
臼
車
β
て
辱
臼
畠
～
β
爵
て
函
て
負
、
西
函
『
己
「
Σ
學
旨

　
仙
南
地
方
の
二
市
七
町
は
一
昨
年
、

農
林
水
産
省
が
進
め
る
「
農
村
地
域
等

情
報
シ
ス
テ
ム
化
構
想
推
進
地
域
」
の

指
定
を
受
け
、
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
情
報
の
発
進
基
地
と
な
る
パ
ソ

コ
ン
通
信
実
験
セ
ン
ダ
ー
（
愛
称
↓
ア

グ
ネ
ス
実
験
セ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
名

↓
ア
グ
ネ
ス
）
が
、
本
市
の
N
T
T
白

石
電
報
電
話
局
内
に
完
成
し
、
8
月
2
5

日
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
の
実
験
事
業
は
、
農
村
地
域
の
高

度
情
報
化
を
図
る
農
水
省
の
「
ゲ
リ
ー

ン
ト
ビ
ア
構
想
」
の
一
環
で
、
都
市
部

に
負
け
な
い
バ
ソ
コ
ン
利
用
の
情
報
化

を
推
進
し
よ
う
と
「
仙
南
地
域
グ
リ
ー

ン
ト
ビ
ア
推
進
協
議
会
」
（
会
長
・
川
井

市
長
）
を
発
足
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ケ

づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
今
回
ス
タ
ー
ト
し
た
パ
ソ
コ
ン
通
信

実
験
事
業
は
、
構
想
を
具
体
化
す
る
ワ

ン
ス
テ
ノ
プ
。
実
験
セ
ン
タ
ー
に
ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
ダ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
）
を

置
占
・
－
、
利
用
者
が
自
宅
（
事
務
所
）
の

バ
ソ
コ
ン
と
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
を

電
話
回
線
で
結
び
、
農
業
関
係
ば
か
り

で
な
く
、
各
種
情
報
を
利
用
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
こ
れ
を
使
う
と
、
農
業
技
術
、
市
場
、

『

『
～
～
測
穿

　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
い

擁
　
　
「
り
　
　
　
i
ζ
撫

　
　
　
　
『
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
イ

　
開
羅
纂

　
湊

　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
明
　
　
哩

　
　
ロ
　
　
　
ぬ

　
　
　
ド

　
　
［
『
　
　
　
　
　
号

　
　
　
　
ず

　
セ
　
瀦
オ

　
験

　
実
畦
　
　
来
賓
庵

覇
鶴

　
コ

　
ソ

域
　
　
曝

　
ぺ
「

流
通
、

村
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

な
ど
を
バ
ソ
コ

と
が
で
き
る
ほ
か
、

韓
｝

の気　　 瞬聯．、・ひ，、聾讐　一野

橡域　　　竈，、
知な1　　　　σ「
筋鞭薫響、鹸指・
’農　　　 、　　　、　．勲い一

羅・　f．讐
頼　幽11轟
内町　▲アグネス実験センター開所式

　
　
　
　
　
ン
の
画
面
上
で
見
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
農
業
問
題
か
ら
買

い
物
ま
で
種
々
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ハ

ソ
コ
ン
を
通
じ
た
対
話
、
討
論
な
ど
利

用
者
間
の
情
報
交
換
も
可
能
で
す
。
、

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
情
報
エ
リ
ア
は
仙

南
の
二
市
七
町
で
す
が
、
各
自
の
バ
ソ

コ
ン
（
通
信
機
能
の
あ
る
も
の
）
を
通

じ
て
簡
単
に
交
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
の
で
、
セ
ン
ケ
…
オ
ー
フ
ン
を
機
会

に
個
人
加
入
者
を
募
り
、
全
国
に
ネ
ソ

ト
ワ
ー
フ
を
拡
大
し
て
い
く
計
画
で
す
。

「
■
一

　
　
　
　
　
見

公
衆

回
線
網

モデム

パソコン通信

　　ロ　ー　一一冒

o

R・1　　　　　　 日

モデムホストパソコン

　
み
な
さ
ん
も
、
観
光
、
商
業
、
そ
の

他
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
情
報
を
「
ア
グ
ネ

ス
」
を
使
っ
て
利
用
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
実
験
段
階

の
た
め
入
会
金
、
月
会
費
は
無
料
で
す
．

☆
問
い
合
わ
せ
　
N
T
T
白
石
内

　
ア
グ
ネ
ス
実
験
セ
ン
ダ
i

　
　
　
智
二
四
－
四
一
〇
一

2

ア
グ
ネ
ス

　
　
（
A
G
N
E
S
S
）
っ
て
何
？

　
「
仙
南
農
業
情
報
通
信
＋
ー
ビ
ス
」

（
＞
〇
二
2
一
言
罫
＝
昌
○
＝
き
蓼
＝
Z
国
↓
耳

舅
o
門
『
　
o
り
①
屑
く
号
o
ぎ
じo
卑
邑
窪
一
　
）
の
什
央

訳
の
頭
文
字
を
と
っ
て
、
「
ア
グ
ネ
ス

（
A
G
N
E
S
S
）
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
ア
グ
、
不
ス
は
、
少
な
い
費
用
で
誰
で

も
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
す
、
バ
ソ

コ
ン
通
信
と
は
、
中
心
と
な
る
一
台
の

パ
ソ
コ
ン
と
ユ
ー
ザ
ー
の
バ
ソ
コ
ン

（
ま
た
は
ワ
ー
ブ
ロ
）
を
電
話
回
線
で

つ
な
ぎ
、
ユ
ー
ザ
ー
同
士
で
情
報
の
交

換
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
で
O
K
パ
ソ
コ
ン
通
信
！

【
必
要
な
も
の
】

（
1
）
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は

　
　
通
信
機
能
付
ワ
ー
ブ
ロ

／

2
毛
テ
ム
〔
＆
ケ
ー
フ
ル
）

塾
通
信
ソ
フ
ト

【
機
　
　
種
】

　
市
販
の
も
の
で
通
信
機
能
が
付
い

て
い
れ
ば
、
た
い
て
い
の
も
の
は
使

え
ま
す
こ

【
モ
デ
ム
】

ムの接続

　電話回線　　　　パソコン電源

パソコンとモデ

電話

モジュラ
ケープル

源電

鯵

ζ
農

　　　ル
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　　　『　　ロ　　ー
＼釦■噸曜

一一π㌦一
，議欝臨

■』』闘【＿豊妻慧撃調
▲アグネス実験センターのあるNTT白石

　
　
パ
ソ
コ
ン
と
電
話
を
つ
な
ぐ
装
置

　
で
す
。
ア
ブ
ネ
ス
で
は
3
0
0
B
P

　
S
か
1
2
0
0
B
P
S
で
つ
な
が
り

　
ま
す
。

　
　
※
B
P
S
と
は
、
デ
ー
ダ
転
送
速

　
　
度
の
単
位
で
す
。

　
ユ
ー
ザ
ー
登
録
の
申
込
み

　
ア
ブ
ネ
ス
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
参
加

し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
ゲ
ス

ト
ー
D
で
ア
ゲ
ネ
ス
に
接
続
し
、
次
の

次
項
を
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
ダ
（
I
D

番
号
↓
0
）
ヘ
ズ
ー
ル
で
送
る
か
、
実

験
セ
ン
ダ
ー
ヘ
電
話
で
お
申
し
込
み
ー

だ
さ
い
。
折
り
返
し
I
D
番
号
・
バ
ス

ワ
ー
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
哩
氏
　
　
各
　
　
⑫
住
　
　
所

　
③
職
業
・
勤
務
先
・
所
属

　
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に

　
バ
ソ
コ
ン
通
信
に
必
要
な
機
器
を
お

う
え
、
い
つ
で
も
ア
ヶ
セ
ス
晶
黒
鼻
機

に
対
し
て
情
報
の
入
力
や
取
り
出
し
を

【
ア
ヶ
セ
ス
番
号
】

　
　
〔
0
2
2
4
｝
2
4
1
4
1
0
0

【
通
信
条
件
】

　
0
3
0
0
B
P
S
お
よ
び
1
2
0
0

　
　
B
P
S
全
二
重

　
0
8
ビ
ッ
ト
、
ノ
ン
パ
リ
テ
ィ

持
ち
の
方
な
ら
、
次
の
事
項
を
参
照
の

行
う
こ
と
）
で
き
ま
す
。

○
シ
フ
ト
J
I
S
漢
字

O
X
I
O
N
／
O
F
F
あ
り

◇
デ
モ
用
I
D
↓
9
9
9

◇
パ
ス
ワ
ー
ド
↓
A
G
N
E
S
S
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ヘルスパイオニアタウン事業

　第2回みやぎ蔵王高原マラソン盛大に

も噺

轟譲蝿磯　
』
菰

翫
　
噸

遡
国
聾

　
㌍
’

　
　
　
ミ
灘
謹

問垂

盗か

ζ
藪

国
民
年
金

冒
‘
嚢
峯
婁

嘉
　
　
繋
薇

羅韓i

　肇1噛

　
台
風
十
八
号
の
接
近
に
と
も
な
い
あ

い
に
く
の
雨
天
と
な
っ
た
九
月
十
五
日

国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
を
発
着
点

と
し
て
第
二
回
み
や
ぎ
蔵
王
高
原
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
は
、
東
京
や
札
幌
な
ど
県

内
外
の
六
歳
か
ら
八
十
二
歳
ま
で
の
多

数
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
小
雨
の

な
か
健
脚
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
高
低
差
が
大
き
く
ラ

ン
ナ
ー
に
と
っ
て
き
び
し
い
コ
ー
ス
で

す
が
、
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
コ
ー
ス

（
5
㎞
徒
歩
）
に
挑
戦
し
た
6
0
歳
以
上

の
人
た
ち
も
全
員
そ
ろ
っ
て
ゴ
ー
ル
し

サ

難

ま
し
た
。

　
な
お
交
通
規
制
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
地
元
の
方
々
を
は
じ
め
、

本
大
会
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
各

関
係
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
．
、

　な

お
市
内
在
住
の
上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。
　
〔
敬
称
略
）

【
3
㎞
】

　
▽
小
学
女
子
3
佐
久
闇
真
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
平
小
）

　
▽
中
学
女
子
¢
矢
久
保
涼
子
｛
福
中
）

　
　
　
　
　
2
小
野
美
香
（
白
中
｝

【
5
㎞
】

　
年
に
一
回
現
況
届
が

　
　
　
　
　
　
　
必
要
で
す

　
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
年
金
、
通
算

老
齢
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
は
、

年
一
回
「
現
況
届
」
を
社
会
保
険
庁
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
現
況
届
に
よ
り
、
年
金
を
受
け

て
い
る
人
の
生
存
を
確
認
し
、
引
き
続

き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決

定
し
ま
す
。

　
現
況
届
の
用
紙
ス
ガ
キ
）
は
、
年

金
を
受
け
て
い
る
人
の
誕
生
月
の
初
め

に
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
、
本
入
あ
て

に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
、
市
長
の
証

明
を
受
け
て
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社

会
保
険
庁
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
年
金
を
受
け
始
め
て
一
年
以
内

の
入
は
、
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
．

　
こ
の
届
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
し

ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し

止
め
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

▽
中
学
男
子
つ
会
原
公
貴
〔
白
川
中
）

　
　
　
　
2
佐
藤
壮
て
白
川
中
）

　
　
　
　
③
日
下
隆
（
東
中
）

▽
女
子
2
9
歳
以
下

　
　
　
　
豆
増
子
ゆ
か
り
〔
自
石
）

▽
女
子
如
歳
代

　
　
　
　
コ
高
橋
干
代
子
（
福
岡
）

▽
女
子
6
0
歳
以
上

き
い
。

　
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
か
な
か
っ
た

り
失
く
し
た
り
し
た
と
き
は
、
市
民
課

国
民
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
期
限
ま
で
に
納
付
を
！

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
お
手
元
の
納
付
書
を
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
の
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

違
い
、
自
分
で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
納
付
書
を
な
く
し

た
り
、
う
っ
か
り
し
て
納
め
忘
れ
る
へ

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
病
気
で
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
や
母

子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
に
生
活
の
支
え

と
し
て
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

ば
か
り
か
、
納
め
忘
れ
の
期
問
が
長
ー

な
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
さ
え

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
、

　
納
め
忘
れ
の
防
止
に
、
口
座
振
替
や

前
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

　
　
　
　
　
①
檀
崎
り
き
自
石
）

【
1
0
㎞
】

▽
男
子
2
9
歳
以
下

　
　
　
　
　
③
植
木
　
薫
（
白
石
）

▽
女
子
2
9
歳
以
下

　
　
　
　
　
①
渡
部
真
喜
子
ハ
白
石
》

　
　
　
ご
健
闘
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
6
0
回
市
民
体
育
大
会
を

　
　
　
ご
声
援
く
だ
さ
い

　
昭
和
四
年
に
第
一
回
大
会
が
開
か
れ

た
市
民
体
育
大
会
も
今
年
で
第
六
十
回

を
む
か
え
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、
自
石
川
緑
地
公
園
陸
L

競
技
場
に
む
い
て
市
内
全
地
区
参
加
に

よ
る
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
第
六
十
回
市
民
体
育
大
会
が
さ
ら
に

盛
り
あ
が
る
よ
う
に
参
加
、
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
、
、

▼
主
催
　
自
石
市
体
育
協
会

　
　
　
自
石
市
中
央
公
民
館

▼
期
日
　
十
月
十
日
（
体
育
の
日
〕

　
※
雨
天
の
場
合
十
月
十
六
日
に
延
期

▼
会
場
　
自
石
川
緑
地
公
園

　
　
　
　
　
　
陸
上
競
技
場

▼
競
技
種
目

　
年
代
リ
レ
ー
二
．
百
歳
リ
レ
ー
・
ぺ

　
百
ズ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
・
四
百
ズ
ー
ト

　
尾
釣
物
リ
レ
ー
・
玉
入
競
技
・
綱
引

　
競
技
・
兄
弟
り
し
ー
・
親
子
｝
．
、
代
リ

　
レ
ー
・
親
子
リ
し
ー
・
お
し
ど
り
競

　
走
・
職
場
対
抗
リ
レ
ー
・
百
ズ
ー
ト

　
ル
・
老
い
て
ま
す
ま
す
健
脚
・
ヘ
ア

　
競
走
・
マ
ス
ゲ
ー
ム
・
民
謡
お
ど

　
り
・
社
交
ゲ
ン
ス
・
千
ズ
ー
ト
几

▼
駐
車
場
　
市
役
所
・
白
石
市
農
協
・

　
白
石
第
一
小
学
校
を
ご
利
用
く
だ
さ

　
い
。
会
場
お
よ
び
周
辺
に
駐
車
は
で

　
き
ま
せ
ん
こ

　
詳
し
ー
は
、
教
育
委
員
会
内
大
会
事

務
局
璽
盃
ー
三
二
内
線
四
＝
西
三
、

φ

ク
ラ
ス
紹
介
　
⑤

大
平
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

パ
ソ
コ
ン
教
育
に
つ
い
て

明
る
く
元
気
な
ク
ラ
ス

　
　
　
　
五
年
和
田
　
昌
也
・
佐
久
問
真
理
・
武
田

　
私
た
ち
の
学
校
は
62
年
2
月
に
火
災

に
あ
い
、
と
て
も
ひ
ど
い
目
に
あ
い
ま

し
た
。
で
も
、
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

す
ば
ら
し
い
学
校
を
建
て
て
い
た
だ
き

ま
し
た
．
私
た
ち
は
こ
の
学
校
で
勉
強

や
運
動
を
力
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
7
、
、
こ
の
大
平
小
学
校
で
最
も
明

る
く
元
気
の
い
い
学
級
〔
元
気
が
よ
す

ぎ
て
一
日
一
回
は
必
ず
注
意
さ
れ
る
）

が
、
男
子
1
6
名
、
女
子
2
1
名
の
わ
が
五

年
生
な
の
で
す
。
担
任
は
、
島
貫
明
夫

先
生
で
、
お
こ
る
と
き
は
こ
わ
い
で
す

が
、
出
張
の
時
は
お
み
や
げ
を
買
っ
て

き
た
り
、
自
分
の
小
さ
い
時
の
経
験
を

話
し
て
み
ん
な
を
笑
わ
せ
た
り
、
授
業

を
と
て
も
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
時

趨
　　　　　　　　　　　離
　　　　　　　　　　類　　　　　　　　藝　　　　　箋　　　§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裕
志

々
脱
線
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
ま
た
私
た
ち
の
頭
の
体
操

に
も
な
り
、
や
る
気
を
起
こ
き
せ
る
も

と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
リ

　
今
、
私
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
の
は
、

朝
の
マ
ラ
ソ
ン
と
予
習
復
習
の
二
つ
で

す
。
マ
ラ
ソ
ン
の
目
標
は
今
年
度
中
に

青
森
に
着
く
よ
う
に
走
り
続
け
る
こ
と

で
す
、
予
習
復
習
の
内
容
は
自
由
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
八
は
漢
字
練
習
、
計

算
、
ロ
ー
マ
字
、
テ
レ
ビ
を
見
て
の
感

想
文
な
ど
を
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
学
級
の
目
標
は
「
協
力
」

と
「
努
力
」
で
す
。
み
ん
な
で
何
回
も

何
回
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
や
っ
と
見

つ
け
た
目
標
な
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

実
行
し
よ
う
と
い
う
気
持
は
一
入
ひ
と

り
あ
り
ま
す
。
校
庭
で
の
作
業
の
時
な

ど
は
本
気
に
な
っ
て
働
く
し
、
そ
う
じ

の
場
所
も
一
番
多
く
受
け
も
っ
て
い
ま

す
。
何
か
持
別
な
仕
事
が
あ
る
と
「
五

年
生
に
」
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の

ほ
か
自
慢
で
き
る
こ
と
は
、
あ
い
さ
つ

を
立
派
に
す
る
こ
と
、
く
つ
箱
の
使
い

方
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
先
生
は
「
勉
強
を
本
気
で
や
り
、
男

女
が
も
う
少
し
仲
よ
し
に
な
れ
ば
日
本

一
の
ク
ラ
ス
に
な
る
」
と
よ
く
い
い
ま

す
が
、
日
本
一
は
無
理
と
し
て
も
、
宮

城
県
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長

　
二
学
期
か
ら
、
臼
石
第
二
小
学
校
で

　パソ

コ
ン
（
バ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

蒐
タ
ー
）
を
利
用
し
た
算
数
の
教
育
が
導

、
入
さ
れ
て
い
る
．
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
授
業
は
県
内
で
は
既
に
、
中
田
町
、

ピ
仙
台
市
で
行
わ
れ
て
い
る
が
仙
南
地
方

－
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
が
大
き
く
新
聞
等
で
報
道

己
さ
れ
た
た
め
に
、
賛
否
両
論
、
意
見
が

㌧
分
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
特
に
、
バ
ソ

　
コ
ン
教
育
に
反
対
す
る
方
々
の
話
を
聞

侍
い
て
み
る
と
、
ど
う
も
「
バ
ソ
コ
ン
」

－
と
「
電
卓
」
を
混
同
し
て
い
る
よ
う
な

向
き
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
電
卓
で
あ
れ

ド
ば
「
5
6
×
2
4
」
と
い
う
よ
う
な
計
算
は
、

単
に
数
宇
の
キ
ー
を
叩
，
、
・
だ
け
で
結
果

・
が
出
る
．
だ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
思
考

ド
ー

な　し　　　へ　しドキ　ち

　　　　　慶可麗畢ピ1

　　　　　一　　、肇

　1　　　　　、ゲゆ　　　瓜　　溌㌻、
　　　　　　　；㌧プ

　　　　　　　　　　ー

遡聴謹・

川
　
　
井
　
　
貞
　
　
一

力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ペ
ソ
コ
ン

教
育
も
同
じ
だ
と
い
う
論
法
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
場
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

△刀かり

Q
レ
」
お
り
、
　
パ
ソ
コ
ン
蜘
杁
云
目
レ
ー
藁
唱
占
午

と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
端

的
に
言
う
と
、
一
つ
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を
パ

ソ
コ
ン
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

ソ
フ
ト
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
。

ラ
ン
ヶ
の
ー
～
6
が
示
さ
れ
、
問
題
の
や

さ
し
い
も
の
か
ら
難
し
い
も
の
へ
と
レ
ベ

生
難
易
度
）
を
自
由
に
選
択
で
キ
、
」
る
。

そ
し
て
、
例
え
ば
「
ラ
ン
ヶ
1
」
の
中

の
「
レ
ベ
ル
ー
」
と
い
う
一
番
簡
単
な

計
算
は
「
5
×
8
」
と
い
う
よ
う
な
数

式
で
示
さ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の

示
さ
れ
た
数
式
を
、
暗
算
あ
る
い
は
筆

算
に
よ
っ
て
解
い
て
い
き
、
正
確
な
答

え
を
イ
ン
ブ
ッ
ト
す
れ
ば
二
重
マ
ル
が

出
る
。
答
え
が
間
違
っ
て
い
た
場
合
に

は
、
「
間
違
え
ま
し
た
も
う
］
度
」
と
表

示
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
数
式
の
意
味
や

計
算
の
原
理
と
か
が
ヒ
ン
ト
の
形
で
示

さ
れ
る
。
ア
て
し
て
、
間
違
え
た
場
合
に

は
、
も
う
一
度
暗
算
あ
る
い
は
筆
算
に

よ
っ
て
、
正
し
い
答
え
が
出
る
ま
で
計

算
し
直
す
。
こ
の
「
ラ
ン
7
1
」
の
全

ス
テ
ッ
プ
を
ク
リ
ア
ー
す
れ
ば
、
自
動

的
に
「
ラ
ン
ヶ
2
」
へ
と
進
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
算

数
教
育
と
い
う
の
は
、
自
ら
考
え
、
計

算
し
、
そ
の
答
え
を
確
か
め
、
そ
の
ラ

ン
ブ
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
理
解
し
オ

と
き
に
初
め
て
次
の
段
階
へ
進
む
と
い
匁

う
こ
と
な
の
で
あ
る
・

　
従
来
の
算
数
の
授
業
と
い
う
の
は
、
－

で
き
る
子
ど
も
に
は
足
踏
み
を
さ
せ
、

遅
れ
て
い
る
子
ど
も
は
置
き
ざ
わ
に
す
、

る
と
い
う
、
ち
ょ
う
ど
中
間
を
狙
っ
た
甲

教
育
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
亨

こ
の
バ
ソ
コ
ン
教
育
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
で
き
る
子
ど
も
に
は
ど
ん
、

ど
ん
先
へ
進
ま
せ
、
そ
し
て
、
遅
れ
て

い
る
子
ど
も
に
は
納
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
ま
で
何
遍
も
思
考
を
繰
り
返
さ
せ
、
、

一
歩
一
歩
、
進
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
が
－

可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
児
童
一
人
ひ
「

と
り
の
能
力
に
合
っ
た
教
育
が
可
能
に
㌧

な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
全
く
新
し
い
教
育
の
導
入
…

で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
そ
の
へ
ん
を
単
に
電
、

卓
に
よ
る
計
算
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
㌧
一

を
し
な
い
で
、
現
場
を
よ
く
見
て
判
断
貝

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
．
、
実
際
、

に
授
業
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
F

反
応
は
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
授
業
が
肖

侍
ち
遠
し
い
」
「
算
数
が
嫌
い
だ
っ
た
㌧

け
ど
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
好
評
の
よ
－

う
で
あ
る
。

　
今
後
、
ベ
ソ
コ
ン
教
育
は
算
数
だ
け
特

で
な
、
■
・
、
ど
ん
ど
ん
他
の
分
野
へ
と
広
・

が
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
父
兄
な
い
以

し
は
一
般
の
市
民
の
方
か
ら
、
子
ど
も
，

た
ち
の
思
考
力
を
奪
う
、
と
い
う
よ
う
－
・

な
誤
っ
た
判
断
を
さ
れ
る
こ
と
は
、
た
ゾ

い
へ
ん
残
念
で
あ
る
と
思
い
、
こ
こ
に
、

記
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
－
ご
」



層
［
ご

鶉
　
　
一
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月
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日
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月
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0
日
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由
山
出
僖
㌘
出
？
鐸
辱
硅
、

羅
河
，
輸
．
誹
卸
ω
『
，
｝
q
轄
、
田
．
笛
．
昂
鹸
昏
卸
田
即
叩
響
顛
印
甲
響
Φ
彰
即
憲
m
翅
如
留
顛
田
田
田
顛
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雌
匪
血
月
＾
擬
爵
爵
の
典
爵
・
屠
爵
畠
《
り
曝
爵
爵
ひ
借
？
爵
へ
臓
爵
醇
爵
＾
田
の
の
塵
爵
藍

　
全
国
防
犯
運
動
が
十
月
十
一
日
か
ら

二
十
日
ま
で
の
十
日
間
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
「
宮
城
県
大
会
」
「
全

国
防
犯
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
「
防
犯
こ
け
し

ズ
ソ
セ
ン
ジ
ャ
ー
作
戦
」
「
防
犯
意
見

発
表
大
会
」
な
ど
県
内
各
地
で
多
彩
な

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
・
．
防
犯
運
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
盗
・
侵
入
盗
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
盗
犯
の
防
止

－
愛
車
へ
の
い
た
わ
り
し
め
す

　
　
　
　
　
　
　
ド
ア
ロ
ッ
ク
ー

1
防
犯
は
　
日
ご
と

　
　
　
家
ご
と
　
地
域
ご
と
ー

　
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
や
銀
行
強
盗
そ
の
他

多
く
の
犯
罪
に
悪
用
さ
れ
や
す
い
自
動

車
盗
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
凶
悪
犯
罪
に
移
行
す
る
お
そ

れ
の
強
い
空
き
巣
、
忍
込
み
な
ど
の
侵

入
盗
が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
確
実
な
ド
ア
ロ
ッ
ク
、
戸
締
ま
り
で

被
害
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
少
年
非
行
の
防
止

ー
ふ
れ
あ
い
と

　
　
対
話
が
育
て
る
　
子
の
未
来
ー

　
万
引
き
や
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

な
ど
初
発
型
非
行
に
よ
る
刑
法
犯
少
年
の

数
が
依
然
と
し
て
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
浄
化
と
豊
か
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
明
る
い
家
庭
を
築
き
、
少
年
の
健

全
育
成
に
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
覚
せ
い
剤
等

　
　
　
　
薬
物
乱
用
の
防
止

－
覚
せ
い
剤
！

　
　
た
っ
た
一
度
が
　
命
と
り
1

　
覚
せ
い
剤
は
暴
力
団
の
有
力
な
資
金

源
と
し
て
少
年
や
主
婦
層
等
一
般
家
庭

ま
で
侵
食
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の
被
害
妄

想
に
よ
る
通
り
魔
殺
八
事
件
等
も
発
生

し
、
社
会
不
安
の
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
シ
・
，
’
ナ
ー
乱
用
も
覚
せ
い
剤
等
へ
移

行
し
て
い
く
予
備
軍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
を

防
止
し
、
善
良
な
市
民
を
く
い
も
の
に

す
る
暴
力
団
を
壊
滅
し
ま
し
ょ
う
。

　
悪
質
商
法
に
よ
る

　
　
　
被
害
の
未
然
防
止

－
気
を
つ
け
よ
う

　
　
あ
の
手
こ
の
手
の
悪
質
商
法
1

　
商
取
引
き
や
取
引
契
約
等
を
装
っ
て

法
律
知
識
に
疎
い
お
年
寄
り
や
主
婦
を

狙
い
、
金
品
を
だ
ま
し
取
る
悪
質
商
法

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
う
ま
い
話
に
は
必
ず
落
し
穴
が
あ
り

ま
す
。
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
勇
気
を
持

っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

全
国
防
犯
運
動

　
　
自
石
地
区
推
進
大
会

▽
日
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲
1
0
時

▽
場
所
　
市
役
所
大
会
議
室
〔
4
階
）

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
冬
道
安
全
運
転
講
習
会
」

　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集

　
宮
城
県
お
よ
び
㈹
宮
城
県
自
動
車
整

備
振
興
会
の
共
催
に
よ
り
「
冬
道
安
全

運
転
講
習
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

▽
日
時
　
1
1
月
1
1
日
働

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
白
石
市
役
所

▽
受
講
料
　
無
料

▽
募
集
定
員
　
如
名

▽
内
容
　
講
義
お
よ
び
実
技

▽
申
込
み
　
川
月
2
5
日
ま
で
市
総
務
課

　
　
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

交
通
事
故
非
常
事
態
宣
雷
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
月
12

日
～
1
0
月
3
1
日

　
9
月
1
2
日
、
県
で
は
多
発
す
る
交
通
　
　
自
覚
し
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

死
亡
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
『
交
通
事
　
　
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
、
事
故
を
お

故
非
常
事
態
』
を
宣
言
し
、
交
通
事
故
　
　
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
あ
わ
な
い
よ

防
止
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
、
　
　
　
　
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
ソ
ー
ン
を
設
置
し
ま
し
た

「
お
年
寄
り
の
方
々
が
安
心
し
て
歩
け

る
ま
ち
に
…
…
」
と
の
願
い
を
こ
め
、
市

で
は
こ
の
度
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
た

交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
福
岡

蔵
本
薬
師
堂
地
内
に
マ
・
ル
バ
ー
ゾ
；

ン
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
ゾ
ー
ン
」
は
地
域
の
中
で

特
に
お
年
寄
り
の
往
来
の
多
い
地
域
を

指
定
し
、
標
識
と
道
路
表
示
（
写
真
）

に
よ
一
っ
、
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
に

「
お
も
い
や
り
運
転
」
を
心
が
け
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
，

「
お
も
い
や
り
運
転
」
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
，

…《縁議欝導v饗

一諭泡＼．き、Il緬砂甲ノ勢
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み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、
国
・

県
・
市
の
仕
事
に
対
し
て
、
こ
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
、

要
望
し
た
い
こ
と
…
…
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
行
政

相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
行
政
相
談
委
員
は

佐
藤
　
き
み
子
委
員

　
白
石
市
大
平
森
合
字
上
久
保
5
3

　
　
a
二
五
ー
三
〇
九
三

福
田
　
實
誘
委
員

　
自
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
落
合
6
4

　
　
費
二
五
ー
二
四
四
七

相
談
は
、
い
つ
で
も
自
宅
で
応
じ
て

い
ま
す
。

定
例
相
談
は
毎
月
一
回
、
市
役
所
内

ト
ラ
ブ
ル
の
多
い

　
　
　
『
紹
介
商
法
」
に
ご
注
意
を

「
美
し
く
な
る
た
め
の
体
験
講
習
会
が
　
　
　
こ
の
よ
う
な
商
法
を

あ
る
…
…
…
」
と
友
人
に
誘
わ
れ
、
軽

い
気
持
で
会
場
に
行
っ
た
ら
美
顔
器
の

購
入
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
。
高
額
な
の

で
渋
っ
て
い
る
と
「
友
人
を
紹
介
す
れ

ば
紹
介
料
が
入
る
…
…
」
等
と
言
わ
れ

一
緒
に
い
た
友
人
の
手
前
仕
方
な
く
3
7

万
円
で
購
入
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　
翌
日
、
電
話
で
契
約
の
解
除
を
申
し

出
た
が
「
書
類
を
本
社
に
送
っ
た
の
で

解
除
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
4
日

後
に
営
業
所
へ
行
き
「
支
払
い
が
大
変

だ
し
、
商
品
は
使
っ
て
い
な
い
の
で
解

除
し
た
い
」
と
い
っ
た
が
「
名
前
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
済
み
な
の
で
駄

目
だ
」
と
拒
否
さ
れ
た
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
『
紹
介
商
法
』

と
い
い
、
知
人
や
友
人
の
紹
介
で
商
品

を
購
入
し
た
人
が
、
自
分
の
友
入
を
紹

介
す
る
と
紹
介
料
が
も
ら
え
る
と
い
う

触
れ
込
み
で
、
美
顔
器
・
羽
毛
布
団
・

宝
石
・
洗
剤
な
ど
を
売
る
商
法
で
す
。

こ
れ
ら
の
商
品
は
そ
れ
程
売
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
友
人
や
親
せ
き
に
無
理
に

勧
め
た
結
果
、
人
間
関
係
を
損
ね
て
し

ま
っ
た
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
契
約
日
を
含
め
て
7
日
以
内
で
あ
れ

ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
『
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
』
が
あ
り
ま
す
が

相
談
例
の
よ
う
に
電
話
や
口
頭
で
解
除

を
申
し
出
て
も
応
じ
て
く
れ
な
い
業
者

も
あ
る
の
で
、
必
ず
書
面
で
販
売
店
や

信
販
会
社
に
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

で
行
っ
て
い
ま
す
。
「
広
報
し
ろ
い
し
」

の
定
例
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
相
談
は
「
無
料
」
、
「
秘
密
」
を
守
り

　
ま
す
。

移
動
相
談
所
開
設
「

●
日
時
　
1
0
月
1
4
日
㈲

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

●
場
所
　
白
石
市
老
人
福
祉
セ
ン
ダ
ー

　
相
談
の
内
容
は
、
入
権
相
談
、
行
政

相
談
、
生
活
相
談
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。．

繋
鯛

　
　
　
　
　
　
〆
、
【
）

　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
／
轡

　
ま
た
、
支
払
能
力
や
社
会
的
経
験
の

十
分
と
は
い
え
な
い
未
成
年
者
や
学
生

は
、
家
人
と
よ
く
相
談
の
う
え
契
約
す

る
よ
う
に
必
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
上
の
相
談
は
、
消
費
生
活

相
談
室
曾
二
五
ー
二
一
一
一
内
線
ご
二

八
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

清
流
の
ま
ち
し
ろ
い
し
を

　
　
　
よ
み
が
え
ら
せ
る
下
水
道

水
洗
ト
イ
レ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
は
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を

　
　
さ
わ
や
か
ラ
イ
フ
　
　
　
　
　
　
防
ぎ
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適
な

　
　
ー
美
し
い
自
然
を
未
来
ヘ

　
　
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
必
要
な
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
盤
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
水
は
、
飲
料
水
を
は
じ
め
、
風
呂
・

洗
濯
・
清
掃
・
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
人
間

の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
ま
た
こ
れ
ら
生
活
用
水
と
し
て

ば
か
り
で
な
！
＼
工
業
用
水
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
、

　
水
は
無
限
の
も
の
と
考
え
、
な
に
げ

な
く
使
っ
て
汚
し
た
水
を
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
川
や
海
に
流
し
続
け
れ
ば
、
川

や
海
を
汚
染
し
、
環
境
が
破
壊
さ
れ
、

や
が
て
そ
の
ツ
ケ
は
私
た
ち
に
回
っ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

私
た
ち
が
汚
し
た
水
は
私
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
し
て
自
然
に
還
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
、

ま
嬉
，

V
　
　
　

　
ノ

評じ盲

　
市
で
は
、
ま
ち
全
体
が
衛
生
的
で
住

み
よ
い
生
活
環
境
と
な
る
よ
う
に
下
水

道
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
水
洗
化
は
お
早
め
に
〃
・

　
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
地

域
は
、
法
律
に
よ
っ
て
一
二
年
以
内
に
排

水
設
備
へ
水
洗
化
）
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
設
置
者
は
法
律

に
よ
り
規
制
を
受
け
ま
す
し
、
融
資
等

の
優
偶
措
置
も
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
指
定
店
で
も
急
に
依
頼

を
受
け
て
も
す
ぐ
対
応
で
き
ま
せ
ん
の

で
早
め
に
依
頼
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。　

水
洗
化
工
事
の
申
し
込
み
は
、
必
ず

公
認
排
水
設
備
工
事
業
者
で
あ
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

公
認
排
水
設
備
工
事
業
者
は
一
切
の
手

続
を
代
行
し
、
基
準
に
合
っ
た
完
全
な

設
備
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
技
術
を

習
得
し
て
い
ま
す
．

　
公
認
業
者
以
外
の
施
工
し
た
施
設
は

公
共
桝
に
接
続
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
公

認
業
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
（
白
石
市
下
水
道
課
）
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わ
が
家
の
味

へ
抽
診
o
勿
暫
申
シ
リ

変
わ
り
ド
ラ
イ
カ
レ

　
【
材
料
】
（
5
人
分
）

　
ひ
き
肉
鋤
歌
ジ
ャ
ガ
f
モ
3
個
、

　
ニ
ン
ジ
ン
ー
本
、
タ
マ
ネ
ギ
ー
個
、

　
ピ
ー
マ
ン
3
個
、
固
形
ス
ー
ブ
（
チ

　
キ
ン
コ
ン
ソ
メ
）
1
個
、
調
味
料
、

　
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
、
カ
レ
ー
粉
、
マ
ー

　
ガ
リ
、
㌔

【
作
り
方
】

¢
ひ
き
肉
に
塩
、
ヲ
ン
ヨ
ウ
を
各
少
量

　
ふ
る
。
野
菜
は
す
べ
て
5
ミ
リ
角
切

　
り
に
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
水
に
さ
ら

　
し
て
あ
く
を
抜
く
。

②
マ
ー
ガ
リ
ン
大
さ
じ
3
で
タ
マ
ネ
ギ

　
を
妙
め
る
。
ひ
き
肉
、
野
菜
の
順
に

　　　、俸

日下和子さん（福岡深谷）

　
加
．
え
て
中
火
で
1
0
分
く
ら
い
妙
め
、

　
カ
レ
i
粉
大
さ
じ
2
を
ふ
り
入
れ
る
。

①
）
カ
レ
ー
味
が
な
じ
ん
だ
ら
、
固
形
ス

　
ー
プ
を
湯
カ
ッ
プ
半
杯
で
溶
か
し
入

　
れ
、
ピ
ー
マ
ン
を
加
え
て
汁
け
が
な

　
く
な
る
ま
で
煮
て
、
塩
、
コ
・
ン
ヨ
ゥ

　
で
味
つ
け
を
す
る
。

　
〔
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
メ
モ
〕

　
　
　
　
カ
レ
ー
に
つ

　
日
本
の
食
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
カ
レ

ー
の
故
郷
は
イ
ン
ド
で
す
が
、
本
場
の

イ
ン
ド
カ
レ
ー
は
、
小
麦
粉
が
入
ら
ず

さ
ら
り
と
し
た
口
あ
た
り
で
、
角
切
り

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
は
見

あ
た
ら
ず
、
種
類
も
多
く
、
料
理
ご
と

に
変
わ
る
微
妙
な
香
り
の
豊
か
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
す
．
。

　
豊
富
な
香
辛
料
に
恵
ま
れ
た
イ
ン
ド

で
は
カ
レ
i
粉
を
使
わ
ザ
、
各
自
の
好

み
で
石
鉢
の
中
で
香
辛
料
を
す
り
混
ぜ

ま
す
。
こ
の
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
香
辛
料

を
マ
サ
ー
ラ
と
呼
び
、
独
得
な
芳
香
と

風
味
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
調
合
法
は

味
の
決
め
手
と
な
り
、
各
家
庭
の
母
か

ら
娘
へ
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
家
の
主
婦

　
　
　
「
冒
〆

戴
ぐ
　
　
蝉

璽
．
。

　
£
鴛

∫

“
瞬

い
て

の
評
価
に
か
か
わ
り
ま
す
。
カ
し
1

粉
と
い
う
の
は
、
こ
の
マ
サ
ー
ラ
を

商
品
化
し
た
も
の
で
す
．

　
日
本
に
カ
レ
ー
が
紹
介
さ
れ
た
の

は
明
治
維
新
の
こ
ろ
で
、
外
国
船
や

外
人
居
留
区
と
な
っ
た
長
崎
、
横
浜
、

神
戸
な
ど
を
中
心
に
エ
キ
ゾ
チ
ソ
ヶ

な
カ
レ
ー
の
香
り
が
日
本
入
の
好
奇

心
と
食
欲
を
そ
そ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
目
の
飛
び
萬
る
ほ
ど
敏

段
の
肯
同
い
h
・
同
級
ズ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
西

洋
料
理
の
カ
し
ー
が
、
当
時
の
ハ
で

カ
ラ
さ
ん
た
ち
の
人
気
を
集
め
た
も

の
の
庶
民
の
口
に
菩
通
に
入
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
大
正
以
後
の
こ
と

で
し
た
。

調査日：昭和63年9月1日
一消費生活モニター調査結果一
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　品　 名

1．砂　　糖
2，しょう油
3，サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ　ン
6，マーガリン

7．牛　　乳
8．バ　タ　ー
9．ティッシュベーハー

10．ラ　ツ　ブ

11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理　髪　料
14、パーマネント料

15，灯　　油

16，レギュラーガソリ≧エ⊥廼見金

繹。、，ンガ響継金

　市内の小売店やスーノ・一の9月1

日現在の小売価格の調査結果をお知

らせします ，

【上昇品目1

　サラゲ油・牛乳・バケー・カレー

　ラfスカごわずカ・に平圭勾価格で’土．昇

　していまイ『二

【下降品目1

砂糖・マーガリン・テ仁づ二へ
　一・・一　・1先ギ翠用合成ご先剤・火丁｛由

　（1翻配達料込価格い軽油の平均

　価恪がわず’かに下降1．ています．

※これまでの長雨による影響で野菜

の1面f吝しりr二昇力しじ、酉己されます圏，．、

　かし：い消費を心がけましょう！

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　
　
　
　
　
　
　
更
新
は
済
み
ま
し
た
か

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
更
新
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
早
め
に
保
健
衛
生
課
で
更
新
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
更
新
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑

●
被
保
険
者
証

●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
国
保
）

　
保
険
証
は
大
切
に
〃
・

　
国
保
の
保
険
証
は
、
正
式
に
は
『
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
』
と
い
い
、

国
保
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

・
つ
o

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
長
期
間
の
出
張
や
、

出
か
せ
ぎ
、
修
学
な
ど
で
他
の
市
町
村

に
住
む
場
合
は
、
も
う
一
枚
の
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
必
要
な
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
ま
た

は
、
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保
険
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
保
加
入
者
の

　
　
皆
さ
ん
に
お
願
い
〃
・

①
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
記
載
内

　
容
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
被
保

　
険
者
名
を
勝
手
に
書
き
加
え
た
り
す

　
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
）

〔
壌
受
診
の
と
き
は
、
必
ず
病
医
院
の
窓

　
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
綺
失
し
た
り
、
破
損
し
た
と
き
は
、

　
す
み
や
か
に
国
保
の
係
へ
届
け
出
て

　
再
六
天
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
必
要
な
も
り
…
：
印
鑑
V

（
生
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た
り
で
き

　
ま
せ
ん
。
、

⑤
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や

　
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、

　
た
だ
ち
に
、
市
民
課
窓
口
で
手
続
ざ
、
」

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保

険
係
台
二
五
⊥
一
一
一
一
　
内
線
六
〇

四
へ
ど
う
ぞ
。

新有権者中央講座に参加した

魔ノ
原洋子さん鈴木司郎さん

新
有
権
者
中
央
講
座
に
参
加
し
て

　
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
・
宮
城
県

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ

り
、
第
3
1
回
新
有
権
者
中
央
講
座
が
九

月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
二
泊
一
、
一
日
で
宮

城
県
泉
が
岳
青
年
の
家
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
参
加
対
象
者
は
、
昭
和
6
3
年
度
中
に

成
人
と
な
り
、
青
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
活
躍
の
期

待
で
き
る
人
で
す
．
．

　本市から

は
、
鈴
木
司
郎
さ
ん
（
銚

子
ヶ
森
）
と
原
洋
子
さ
ん
（
兎
作
）
の

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　参

加
し
て
の
感
想
は
、
講
義
の
時
間

が
長
く
疲
れ
た
そ
う
で
す
が
、
友
だ
ち

が
た
く
さ
ん
で
き
て
楽
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　
今
の
若
い
人
た
ち
は
、
政
治
に
関
心

明るい選挙啓発ポスター（一部

　　冒＼

　　自　　“　　一　駄－1劾
　　．／

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

が
薄
く
、
投
票
率
も
低
く
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
、
日
本
と

い
う
国
の
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い

る
の
が
国
民
一
人
ひ
と
り
の
力
で
あ
り

選
挙
の
と
き
棄
権
し
て
政
治
が
悪
い
、

行
政
が
悪
い
と
文
旬
を
云
っ
て
も
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
積
極
的
に
参
加
し
て

自
分
た
ち
の
一
票
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ホ
ス
タ
ー

　
公
募
い
た
し
ま
し
た
『
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
』
に
多
数
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
県
の
審
査
会

に
出
品
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

h
一
幾
も
／

〆
●

〈
君

・
L
賢

正
上

　
　
　
　
サ

よ
木

　
－
し
年

大
平
小
6
年
　
高
橋
美
穂
さ
ん

扮
月
3
0
日
㈲
は

自
石
市
長
選
挙
の

　
　
投
票
日
で
す

白石女子高1年　人見真紀子さん
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

　
　
算
数
を
学
習
す
る
第
二
小

　
自
石
第
二
小
学
校
で
は
、
二
学
期
か

㎝
ら
算
数
の
授
業
に
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
を

…
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
同
校
が
六
十
三
・
六
十
四

…
年
度
の
宮
城
県
の
算
数
学
習
指
導
研
究

…
校
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

…
の
で
す
。

　
算
数
の
学
習
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
！
を

｛
導
入
し
た
場
合
、
理
解
の
早
い
児
童
は

…
次
の
新
し
い
問
題
へ
と
進
む
こ
と
が
で

…
転
、
、
理
解
の
遅
い
児
童
は
、
基
本
問
題

　
を
繰
り
返
し
学
習
で
き
る
な
ど
、
個
へ

…
差
に
応
じ
た
学
習
や
個
別
指
導
が
で
き

…
学
習
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
期
侍
さ
れ

…
ま
す
。
ま
た
、
図
形
を
描
く
な
ど
幅
広

…
く
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
児
童
の
創

…
鹸
当
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
の

　
　
　
　
　
…
譜
激

　
　
4
時

、』1」ド

匹ヌ曝、懸

艶c葦

薫

畿

灘「、鞄

、、噸
．
亀

造
性
を
伸
ば
す
こ
と
に
も
効
果
的
に
活

用
で
き
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
ケ
ー
は
、
全
校
生

が
一
週
間
に
一
時
間
の
割
合
で
算
数
の

授
業
に
利
用
し
、
こ
の
研
究
学
習
の

成
果
は
、
来
年
十
月
の
公
開
授
業
に
お

い
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
二
人
で
一
台
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
向
い
、
だ
ん
だ
ん
む
ず

か
し
く
な
っ
て
い
く
算
数
の
問
題
に
真

剣
に
取
り
組
み
、
問
題
を
解
い
て
い
ま

し
た
。

「
算
数
の
授
業
は
む
ず
か
し
い
の
で
嫌

い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
コ
ン
ビ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
た
授
業
は
、
簡
単
な
問

題
か
ら
だ
ん
だ
ん
難
し
い
問
題
へ
と
進

ん
で
い
く
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
す
」

「
ま
ち
が
え
る
と
す
ぐ
に
画
面
に
ま
ち

が
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
も
う
一
度
や

り
直
し
て
、
正
し
い
答
を
出
さ
な
い
と

次
に
進
め
な
い
の
で
、
ど
こ
を
ま
ち
が

っ
た
か
よ
く
わ
か
り
ま
す
」
な
ど
コ
ン

ピ
ュ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
て
の
算
数
の
授

業
に
対
す
る
意
見
も
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
児
童
の
能
力
に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
つ
く
り
等
今
後
の
課
題
も
山
積
し
て
げ

い
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
仙
南
で
”

初
め
て
算
数
の
授
業
に
コ
ン
ビ
ュ
ー
ダ
ひ

ー
を
取
り
入
れ
た
第
二
小
学
校
。

　
こ
れ
に
よ
り
大
き
な
教
育
効
果
が
あ
．

が
る
よ
う
第
二
小
学
校
の
み
な
さ
ん
ガ

ン
バ
ッ
て
く
だ
さ
い
。

　
県
内
の
磁
器
は
切
込
焼
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
畠
山
焼
（
気
仙
沼
市
）
・

三
本
木
焼
｛
三
本
木
町
Y
宮
床
焼
（
大

和
町
Y
白
石
焼
（
白
石
市
萩
の
坂
）
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
．

　
白
石
市
の
磁
器
生
産
窯
は
、
自
石
川

北
岸
の
原
台
地
上
に
萩
の
版
窯
と
鍋
石

窯
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
鍛
石
窯
は
近

年
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
萩
の
坂
窯

は
、
昭
和
十
九
年
頃
に
確
認
さ
れ
て
、

伊
万
里
風
染
付
磁
器
、
織
部
風
陶
器
、

備
前
風
の
す
り
鉢
や
壷
な
ど
多
種
の
陶

磁
器
片
や
エ
ン
ブ
ロ
・
エ
ブ
タ
・
ト
チ

ン
・
ツ
グ
な
ど
棚
組
材
や
窯
具
な
ど
か

焼ア躇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麓　　　　　　　　　　　　　　　謙　　　　　　　　　縷

　l
i妻i

れ
一
個
で
、
徳
利
は
窯
の
火
の
強
い
所

で
焼
か
れ
還
元
き
れ
て
、
紬
が
少
し
青

み
を
お
び
て
艶
の
あ
る
堅
く
焼
き
し
ま

っ
た
磁
器
で
あ
る
。

　
正
面
に
「
山
の
神
」
裏
面
に
は
「
文

化
九
申
年
・
願
主
塩
入
柳
五
良
」
と
銘

文
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
芹
沢
長
介

氏
に
ょ
る
と
、
東
北
地
方
の
磁
器
で
正

確
な
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
は

最
古
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
片
倉
家
に
残
さ
れ
て
い
る
壷
は
、
口

径
部
が
細
く
の
び
、
焼
成
時
の
変
形
で

や
や
右
傾
し
て
い
る
が
、
胴
部
は
ふ
っ

く
ら
と
し
た
卵
型
で
、
色
合
い
は
幾
分

黄
色
を
お
び
た
乳
白
色
を
呈
し
、
正
面

　
　
　
　
　
い
げ
た

に
「
上
り
藤
に
井
桁
」
の
家
紋
が
、
裏

面
に
は
、
ダ
ミ
の
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
ご
　
す

い
「
家
紋
」
が
呉
須
で
染
付
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
壷
は
、
現
在
自
石
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
古
美
術
・
第
十
八
巻
）

”

そ
の
技
術
の
高
さ
を
感
嘆
さ
れ
て
い
る
。

　
開
窯
年
代
は
伝
承
に
よ
る
と
京
都
の

清
水
焼
技
法
を
修
得
し
た
陶
工
西
村
似

水
が
、
晩
年
に
自
石
に
来
住
、
塩
入
家

の
屋
敷
表
口
の
萩
の
坂
に
窯
を
築
き
、

陶
磁
器
を
つ
く
り
、
は
じ
め
は
六
兵
衛

焼
と
称
し
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
萩
の
坂
窯
の
製
品
が
原
部
落
の

「
山
ノ
神
講
中
」
と
片
倉
家
に
残
さ
れ

て
い
る
。
山
ノ
神
講
中
に
は
、
瓢
形
御

神
酒
徳
利
（
高
さ
一
〇
・
八
セ
ン
チ
｝

一
対
と
、
湯
呑
・
お
や
わ
ら
碗
そ
れ
ぞ

一一』．7＿牡二『ヨ＿一原
．－，∵－－＝　，一一　　　ζ・　〆1

・q－　・な一・　て’ぴσ年誤
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ア
イ
ド
ル

わが家のo贈○○煙o

O
O
㊤
9
0
“
⑬
◎
㊤
“
角
O

大浦　育恵ちゃん（小原）

　正一さん、茂子さんの二女

ママからひとこと

“名前のようにすくすくと育ってネ

おばあちゃんからもひとこと

“女の子らしく育って

　　　　　素敵な女性になってネ

艶
㌧
論

1、

．．←

掻冨

櫛臥、
ノ

銭尋

　
　
伽

奪
ノ
勉

在
り
し
日
の
姑
の
言
葉
の
き
び
し
か
り
し
折
り
に

ふ
れ
つ
つ
な
つ
か
し
く
想
ふ
　
　
鈴
木
　
い
く

母
逝
き
て
み
な
し
子
と
な
り
し
孫
哀
れ
い
た
わ
り

や
ら
む
い
の
ち
の
限
り
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

待
ち
受
け
し
土
用
の
陽
射
し
に
梅
を
干
す
酸
ゆ
き

香
り
は
庭
に
匂
ひ
ぬ
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

梅
雨
も
去
り
青
田
に
立
て
ば
わ
が
頬
を
な
で
行
く

朝
の
風
心
地
よ
し
　
　
　
　
　
日
下
佐
七

兄
眠
る
遥
か
比
島
に
思
い
馳
す
慰
霊
碑
建
つ
と
ふ

便
り
届
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

故
郷
の
祭
り
の
様
子
写
り
し
と
厨
の
わ
れ
を
子
ら

し
き
り
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

　
詠

肌
ノ

晦
＼
．
V
曾

麟

糊
．
編
冨
細
卒

　
　
「
わ
た
し
の
友
だ
ち
」

　
　
　
　
　
高
沢
　
慶
子
（
白
二
小
3
年
）

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
残
る
着
古
し
を
時
か
け
て
燃

や
す
雨
後
の
庭
辺
に
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

夕
映
え
の
空
に
く
っ
き
り
虹
立
つ
と
庭
に
孫
呼
ぶ

夫
の
声
す
る
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

探
せ
ど
も
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
の
青
電
話
な
く
ポ

ケ
ッ
ト
の
硬
貨
ま
さ
ぐ
る
　
　
　
若
桑
　
謙
一

主
婦
業
を
軽
く
見
て
い
し
老
夫
は
職
去
り
て
知
る

家
事
の
重
み
を
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

　
　
「
評
」
　
首
目
、
何
に
つ
け
厳
し
か
っ
た
今
は
亡
き

　
　
姑
の
言
葉
が
い
ま
と
な
っ
て
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

　
　
な
つ
か
し
く
、
ま
た
あ
り
が
た
く
思
う
よ
う
に
な
っ

　
　
た
。
年
齢
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
な
つ
か
し
く
姑
を

　
　
想
う
の
で
あ
る
。

　
　
二
首
目
、
母
の
死
に
よ
り
み
な
し
子
と
な
っ
た
孫

　
　
を
自
分
の
い
の
ち
の
限
り
見
守
る
と
心
に
き
め
る
。

　
　
あ
ま
り
に
も
か
な
し
い
歌
で
あ
る
が
、
作
者
の
決
意

　
　
が
に
じ
む
作
品
で
あ
る
。

　
　
三
首
目
、
長
か
っ
た
雨
の
晴
れ
間
を
待
ち
受
け
て

わたしの

　　ケツサケ

　
　
梅
を
干
す
す
っ
ば
い
香
り
が
、
庭
に
た
だ
よ
い
土
用

　
　
の
陽
射
し
が
快
い
。
的
確
な
表
現
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

　
◎
十
月
二
十
二
日
ω
午
後
一
時
よ
り
、
中
央
公
民
館
に

　
　
お
い
て
「
文
化
祭
短
歌
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詠

　
　
草
の
締
切
り
、
十
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
あ
て
。

．
厭
凹
圏

水
色
の
雨
の
紫
陽
花
壷
に
挿
す
　
　
佐
藤
　
周
子

　
〔
評
）
水
色
と
言
っ
た
作
者
は
紫
か
藍
の
色
な
の
で
あ

　
　
ろ
う
。
雨
に
ぬ
れ
て
水
色
の
美
し
い
紫
陽
花
で
あ
る
。

丹
念
に
打
ち
た
る
水
に
風
の
来
し
　
鈴
木
鉄
二
郎

　
｛
評
V
せ
め
て
水
を
打
て
ば
涼
昧
が
湧
く
こ
と
で
あ
ろ

　
　
う
。
丹
念
に
水
を
撤
き
つ
づ
け
る
と
、
新
し
い
風
が

　
　
吹
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

夏
木
立
町
見
下
し
て
乙
二
の
碑
　
　
若
桑
源
治
郎

「
友
だ

　辱、＿
踏『　’ヘ　　ー　　　　一

ち
」

小
室
奈
緒
美
（
小
原
小
3
年
）

。
［　

　
．
／
　
涛
γ
㌻

　
　
　
　
　
　
　
　
も

〔
評
｝
城
下
町
を
一
望
に
見
下
す
城
山
に
乙
二
の
旬
碑

が
立
っ
て
い
る
c
夏
木
立
も
こ
の
碑
を
覆
っ
て
い
る
。

か
な
か
な
や
夕
餉
賑
は
う
大
家
族

餌
を
侍
つ
子
燕
三
羽
口
ひ
ら
き

初
鮎
を
釣
り
て
自
慢
の
酒
は
ず
む

原
爆
忌
た
だ
合
掌
の
老
夫
婦

ぐ
み
の
実
を
噛
ん
で
浮
べ
る
記
憶
あ
り

目
盛
り
の
作
業
の
中
に
計
報
来
ぬ

墓
苑
掃
き
終
へ
れ
ば
蝉
の
時
雨
け
り

草
野
美
沙

近
内
キ
ヨ

日
下
佐
七

岡
崎
澄
子

佐
藤
善
夫

勅
使
瓦
令
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

　
　
○
卜
月
例
会
は
、
蔵
王
山
麓
吟
行
会
と
な
り
十
月

　
　
　
二
十
三
日
に
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町

一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

”



ぼしゆう勢
白石市給食センター

　　　調理員（臨時）を募集します

●募集人員　2名

●募集条件　市内に居住する方で、

　満25歳以上55歳未満の女性（昭和

　63年10月1日現在）

●申込受付期間

　昭和63年10月15日（土1まで

●申込み　履歴書を持参のうえ、白

　石市給食センターヘお申込みくだ

　さい。

●勤務時間　8二3（1～17：0（1

●賃金1日3，600円
●保　険労災保険あ｝）。

※詳しくは、自石市給食センター豊

25－0685へお問い合わせください。

白石市立幼稚園児を

　　　　　　　募集します

　昭和64年4月1日から臼石市立幼

稚園に入園する園児を募集します。

●募集人員

　白石第一幼稚園　　131名

　白石第二幼稚園　　89名

●募集期間

昭和63年11月1日（水）～11月10日（オO

●入園資格　（1）年齢　満5歳児、満

　4歳児、満3歳児ともそれぞれ次

　の期間に出生したもの

　【満5歳児】昭和58年4月2日か

　ら昭和59年4月1日まで
　【満4歳児】昭和59年4月2日か

　ら昭和60年4月1日まで

　【満3歳児】昭和60年4月2日か

　ら昭和61年4月1日まで

※ただし、3歳児の募集について

　は、第一・第二系力とも，定員20名

　で実施しますので、定員超過の

　場合は抽選を行います。

（2伯石市在住者であること

●受付場所　入園希望の各幼稚園

●入園願書受付時問

月～金曜日　9二〇〇～16：00

土曜日　9：0｛）～11：30

●その他

〔1）入園願書用紙は、市立幼稚園、

　教育委員会に用意してあを）ます．

〔2）入園希望者が定員を超過した場

　含は抽選を行います．ただし、

　5歳児は4歳児に優先します。

73

市営住宅の入居者を 自衛官を

　　　　　　　募集します
◇白石市岩崎市営住宅（新築）

●所在地　自石福岡長袋字岩崎2番

　地（旧自動車運転教習所跡地）

　白石駅より北へ2．5km・バス停あり

●募集戸数　18戸・中層耐火3階建

　3DK（6・6・4．5・浴・台食・便〔オり・物）

●家　賃　月額24，（100円

●受付期間　10月5日～10月15日

　（日曜・祭日・土曜の午後は除く）

●申し込み先　市役所建設課住宅係

　なお、詳しくは建設課住宅係費25

　－2111（内線262・263）へお問い合

　わせください。

※現在、工事中ですがIO月25日完成

予定11月1日入居可能見込みです。

　　　募集しています
●応募資格　来春、3月高校卒業予

　定者及び18歳から25歳の者

●身分特別職国家公務員

●待遇初任給は月額112，4（10円

　防衛庁職員給与法により定期昇給

　（年1回）、賞与（年3回・4．9月分）

　9～12か月で昇給122，4〔）0円その

　他各種手当があります。

●技術教育　普通・大型自動車免許、

　大型特殊免許、調理師、ボfラー

　技士、特殊無線技士など各種の技

　術免許取得の機会があります。

※詳し・1は、市民課智25－2111また

は、大河原募集事務連絡所盈1）224－

53－2185へお問い合わせください，

　日曜地学の会参加者募集

小原の雨塚山で紫水晶を探しなが

ら地学に接してみましょう。

●日時m月30日（日）白石駅前発9時

　　50分赤井畑行バス乗車（増発）

　　雨天中止（小雨決行1

●参加費　　100円

●準備するもの　ハfキンゲの服装

ノ・ンマー、ダガネ、新聞紙（3日

分くらい）、昼食、ビニール袋、筆

記用具、バケツ、目の粗いざる

●聞い合わせ先

〒989－04　白石市小原字湯元23－2
　　　むさむ
　　小関攻費29－2009

働く婦人の家から

◎後期定期講座受講生募集
　●受講料　無料（教材費各自負担）

　●申込み受付　10月1日から

講座名 内容と講師

型絵染基礎

水戸稔博先生

期間 曜日 時間 定員

◎サークル会員募集

サークル名

琴城流

大正琴サーケ1し

染め物

講座

料理
講座
木目込入

形講座

パソチワ

ーケ講座

髄畝と翻鞭

畠つね先生

初級コース
菊地戚｝，み子先生

基礎と小物

矢内和子先生

m
月
～
3

3
日
レ
提

紳
弔
金

13130

～

15：30

くちなし
（社交ダンス1

曜日

第2・4

月曜日

第2・4

火曜日

時間

13：UO

～
15：1）o

19：⇔Q

～

211卿

講師名

岩藤けん完生

4
。
口
日

2
躍

欣東火

瞳
月
｛
11
回

4
。
口
H

ウ
］
旧
佳

皆
弔
L
不

1nlα．1

～

12：Ul）

10：Ul）

～
12＝1．lo

20名

25名

15名

11）＝Uの

～20名
12：01

◎短期講座

　こけし描彩アレンジ教室
一たのしい趣昧をあなたの持技に一

　力・わいいこけしをさまざまにアレ

ンジ。あなたの手で年賀状に、色紙

に、のれんに描いてみましょう，，

●日時11月～12月毎火曜日16回1

　　　10時～12時
●内容　年賀状、和紙のれん、色紙

　　　こけしなどに絵付けする、

●講師　柴田栄子先生

●受講料　無料（材料代実費）

●定員15名

森健二先生

◎働く婦人の家まつり

●日時11月6日旧）9＝30～15：0〔）

●場所　働く婦入の家

●内容

　作品展示の部（9：30～15：〔）0）

　手編・洋裁・ハ・ノ手ワーフ・生

　け花・木目込み入形・書道・藤

　工芸・皮工芸・絵画・古典文学

　の学習など
　発表の部llO＝30～14：30）

　社交ダンス・大正琴の演奏・き

　　もの着付け実演・民謡おどり・

　コーラス・英語の合唱など

　お茶席（9：30～14：00）

　方円流玉露席
　食堂〔11：0Q～14：｛）Ol

　前売食券をお求めください，

　チヤリティーノぐ＋ドー（9：3｛）～11：30｝

　手作り品その他即売

◇お間い合わせは

　働く婦人の家豊25－5095へ。

公民館だより／
☆第19回白石市民文化祭
◎短歌大会

●日時10月22日1土112時30分一

●会場　白石市中央公民館

●会費　71）0円

●申込方法　ハガキに一首と住所・

　氏名・電話番号明記のうえ1〔）月15

　日まで中央公民館へ必着，

◎芸能発表

●月目　11月3日（木）「文化の日」

●場所　白石市民会館

◎展示発表

●月日　11月1日（湘～3日（†1

●会場　白石市中央公民館

「明日の親のための学級」受講生募集

　新婚の女性、妊娠中の女性などこ

れから母親となる方が、育児や赤ち

ゃんのかかりやすい病気とその予防

などを幅広て学習し、健全な家庭を

築くため（う学級です，

●募集対象　妊娠中の女性・新婚の

昭和63年度　学習計画

　　女性・そ（T，他希望者

●受講料無料

●会場　自石市中央公民館

●申込方法　中央公民珀へ直接また

　　は電話で申し込み1ださい．

●主催白石市中央公民館

☆第12回子ども会ソフトボール大会

　越河小学校チームが2連覇〃

　8月28日、白二小において子ども

会ソフトボール大会が開催されまし

た。大会には市内10校から12チーム

が参加1、、熱戦力鞭り広げられました、，

優　勝　越河小学校チーム

準優勝　小原小学校チーム

第三位　大鷹沢小学校チーム

　ウ　　福岡小学校チーム

月　　日
（曜日）

10月5日

　（水）

10月12日

　（水）

10月14日

　（金）

10月20日

　（木）

10月26日

　（水）

11月2日

　（水）

11月8日

　（火）

開催時聞

午後1：31）

　～4：30

午後1：30

　～3＝31）

午前9：31）

午後1：30

午後1：30

　～3：3（）

午後1：30

　～3：30

午前9：00

午後3：0〔）

午後1：30

　～4＝30

学　習　課　題

開　　講　　式

赤ちゃんの心と知恵の芽ばえ

育児期からび）女性の豊かな生き方

妊娠期、授乳期の食生活

安産のために

夫婦愛と育児

胎教のために
（博物館、美術館などの見学）

育教
の
式

児歳
講

ロ
ゼ
閉

講師・助言者

社会教育主事
福島大学助教授

　河野　義章先生

元県社会教育主事

佐々木わ1里先生

栄養士菊池圭子先生

社会教育主事

斎藤産婦人科医院

　斎藤昌治先生

福島大学助教授

　河野　義章先生

社会教育主事

元宮城県教育委員

　白川　雪枝先生
社会教育主事

図書館からのおしらせ
★秋です、読書の季節です〃

　ご家族で、秋の夜長、読書の時間

をつくってみてはいかがでしょうか。

旅行記、風土記、冒険記、そして新

刊書など多数と群）そろえて、みなさ

んのご利用をお待ちしています，．

　特集コーナーは、「ゲルズと旅」、

児童室では「家族のふれあい」をテ

ーマに特集しています．

★図書館利用案内

●開館時間　月～土　9：00～16：55

　　　　　日曜日　1〔1：（）0～16：0〔）

★10月の休館日

　lo月1日1土）～lo日〔月1特別休館日

★手づくり絵本作品展示会

　宮城県図書館が募集した「手づく

り絵本」の展示会が開催されます、

自石市からも多数出品されています

ので、ぜひ、お出かけください）

●期間　10月21日（金）～29日1ヒ1

　　　※24日（月llまf木食官日です。

●会場　宮城県図書館智022－256一泓01

●・・新刊図書あんない・・●
●夢ごころ　　　　　　連城三紀彦
●，エ．レブトロニニゲスび）1よなし

　　　　　　　　佐伯　平二
●真夜中の胡桃割り　　佐々木国広

●世にも達者な殺入　　辻　　真先

●宮城の短歌歳時記

　　　　　　宮城県短歌ブラフ
●地鍬の戦場ニューギニア戦記

　　　　　　　　門馬　　満
●新古代史発掘　　　　朝日新聞社

●水の時間・風の休日　落合　恵子

●こんなにヤ七ていいかしら

　　　　　　　　川津　祐介
●天使と妖精　　グし一ス・クソグ

●二っちは渤海　　　　志水　辰夫

●財テリ夫へ殺人事件　山村　美紗

●危険な外食　　コヒー食品研究会

●L特急や1も殺人事件

　　　　　　　　西村京太郎
●なぜ地球は入が住める星にな一）た

か？　　　 VV・S・ブロッカー
●すみません、ヘソコン教えてくだ

　さい　　　　　　　　坪井　達夫

●王朝文様事典　　　　片野　孝志

●神さまが命匙，どしてくれた

　　　　　ちゃっきを）娘・春美

●曙　　　　　　　　宮　　唯雄
●恐怖への招侍　　　　楳図かずお

●知っていますか男の偏差値

　　　　　　　　草柳　大蔵
●春日局の生涯　　　島津隆子
●ひと目でわかるボケる人・ボケな

い人　　　　　　　フレデイ松川

●自信をどう育てるか　永井　正明

●余った女たち

　　　　　ジョーシ・ギ・ソシンブ

●NHK・1毎のシ1しヲロート

　　　　　　　　日本放送協会
●PTAの研究　　　　坂本　秀夫
●明治戊辰か1戦たり　庄子　永建
●今構よもうし》な㌧、、あしたー、

　　　　　　　　新井　素子
●は（“れ古九谷の殺へ　中津　文彦

　　　子どもの本
●ガダビン　　　　　　園山　俊二

●ブナの森は緑のダム　太田　　威

●ケンちゃんと女神さま　足立　和子

●かみなを）のちびた　　松野　正子

●散歩するねこ　　　　中山あい子

みんなの図書館
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救急の日に応急処置講習会（9月9日・中央公民館）

婦人防火ケラプのお母さんたち〔約600人）が、エブロン

にたすきがけで、家庭でできる応急処置の講習会に参加。

人形を使っての入工呼吸などに真剣に取り組みまi、た。

おしらせコーナー

まぢの話題
　　白石地区敬老会（8月3旧・中央公民館）

会には75歳以上の対象者1，051へのうち、約81）0八が元

気に出席。米寿、喜寿を迎えられた方々に、表彰伏、記

念品が贈られた後、「へ木節」などの舞踊を楽しみました。
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今月は児童手当の支給月です

市民課から

秋の川干　火の元にご注意〃

建設課から

住宅を増改築しようとする方へ

建設課から

　今月は、昭和63年6月分から9月

分までの4か月分の児童手当が振り

込みになります。今月の5日以降、

該当する金融機関で受け取ってくだ

さい。

※振り込まれていない場合は、市民

課市民係智25－2111（内線133）へご

選孫各ください。

農地の無断転用をなくそう！

農業委員会から

　　　　　しゅんせつ
用水堀の土砂湊漂と補修工事のた

め秋の川干を行います。各家庭にお

いても周囲の溝払いなどご協力くだ

さい．、

なお、期間中は、特に火の元に気

をつけましょう！

●期　間　10目15日〔D午前6時から

　　　10月17日（月1午後5時まで

●区域
自石土地改良区管轄用水路全域

「みやぎ手帳」をあっせんします

飾日本住宅リフオームセンターで

は、住宅のリフォーム（増改築等）

について安心して相談できるよう、

「増改築相談員登録名簿」を作成し

ました。リフ†一ムをしようと思っ

ている方は、この名簿を利用して、

適当な「増改築相談員」にご相談く

ださい。

　なお、「増改築相談員登録名簿」

は市役所建設課に備えてあン）ますの

でお気軽にご利用ください。

農地は有効に利用されなければな

りません。農地を農地以外のものに

する、転用には許可が必要です。

許可を受けないで転用したり、転

用のために売一）たりする行為は法律

違反となり罰せられることとなって

います。無断転用は周辺の農地に悪

影響を及ぼすだけでなく、地域みん

なの迷惑となります，、

農地を転用する場合は事前に自石

市農業委員会智25－2111（内線231）

へご相談ください。

秘書企画課から

宮城県民のためにつくられ、県下

で広く利用、信頼されている昭和64

年版「みやぎ手帳」（頒布価格1冊ホ

テ・・卜版350円、大型版500円1をあ

っせんいたします。

　ご希望の方は市秘書企画課費25－

21111内線332）または各事務連絡所

へお申し込みください
、

「国の進学ローン」利用案内

国民金融公庫から

行政区長の変更について

総務課から

　9月1日付で、越河平行政区長に、

大槻儀平さんが委嘱されましたので

お知らせします。

」5

法律・家事調定相談所開設！

相続・離婚・交通事故・サラ金…

・・などで悩んでおられる方に、大河

原簡易裁判所・大河原家庭裁判所の

調定委員が直接相談に応じます。お

気軽にご相談ください。

●日時10月19日伽9時30分～16時
●場所　中央公民館　講座室（二階）

国民金融公庫の「国の進学ローン」

は、融資額が50万円か‘；，IOO万円に

返済期間も5年に延長されま1、た。

●利用できる方

高校・短大・大学・大学院・専修

学校の高等課程または専門課程な

　どに進学される方の父母等

●融資額　1進学者100万円以内

●返済期間　5年以内

●利率　年5．7％変属二と毒、卸喋す1

●取扱い期問　昭和63年l！月～64年4月

※詳1、1は、もよのの金融機関へご

相談ください、　国民金融公庫仙台

支7占　　曾（122－222－5171

たばこは市内で買いましょう！

　第2回蔵王サミット開催（8月25日・山形市）

　争回は蔵王のリゾート地としての開発可能性をふまえ、

各市町の入的、物的交流を深め、蔵王中心のネノトワー

フの形成を目指す、なとの共同宣言が採択されました、

瓢一卜
嗣＿

奪
造
、

おしらせコーナー

眉錨
　～、

　ぜ　｛身㌧乳
㍍　馳』．．

r　　　　』評

‘恥、＿〆

鉾1，ノ種
，藏蓋源灘獣認
，．一鵡繍鎌1曜

　県内最大の七ヶ宿ダム本体が完成
七テ宿ダムの提体盛立完了式が9月14日行われました。

　　　　　たずもすい
来年10月には試験湛水を開始、66年度末までに全ての工

事か完了し、南蔵王山麓に巨大な人造湖が誕生します・

愛と健康の贈りもの
「献腎」並びに「角膜提供」のお願い

宮城雇用促進センター

10月1日オープン！

狂犬病予防注射及び

登録（追加）を実施します

　腎臓病に悩む人は数ll）万く、にのぼ

ります。近年、人工腎臓の開発によ

り、相当期間、患者の生命を維持す

ることが可能になりましたが、さら

に腎臓疾患の根本的治療法として腎

臓移植があります。1八の献腎によ

り2人の腎不全患者を救うことがで

きます。腎臓病で悩む方に明日への

希望をもたらすため、腎臓提供をお

願いいたします、

　また、角膜移植についても、両眼

を使えば1への方が2入の失明者を

救うことができます。目の不自由な

方々に希望の光をもたらすためアイ

バンケヘの登録をお願いいたします。

●問い合わせ

　〒989一（12　自石市大手町1番1号

　白石市役所保健衛生課

　智0224－25－2111（内線606、61）7）

雇用促進事業団は、より一層地域

に密着したサービスを目指して当仙

台支部を「宮城雇用促進センクー」

に改組し、10月1日オーブンするこ

とになりましたウ

建設雇用改善、雇用促進住宅の建

設、財形等、従来の業務はもちろん

のこと、職業能力開発、雇用管理な

どの業務を新たに加えて各種のご相

談ご援助を申し受けます。ぜひ、ご

利用ください。

●所在地　仙台市中央2丁目2番6号

住友銀行ビ∫し4階費022－222－201）9

マイホームと税金

大河原税務署から

労働保険に加入してますか

白石公共職業安定所から

労働保険曜用・労災）には、労

働者を一へでも雇用している事業主

は必ず加メd、なければなりません、

労働者の生活安定のため、まだ未

加入の事業戸斤は一口も早く加尺しま

しょう，．，

加入手続きは、自石公共職業安定

所または大河原労働基準監督署へ、

　マでホームを持ったときには、通

常、登録免許税や不動産所得税がか

かりますか、一定の要件に該当する

ときには手党額力蓮呈海這されま弓『，また、

一定の要件に該当する場合には、7、

居した年から5年間、所得税の住宅

耳疋f昇等牛寺胃r甘空「余力ご受けられます．

詳しくは、最寄りの税務相談室や

税務署にわ尋ねください，

●対象犬　生後91日以 ヒで、4月以

降予防注射、登録をしていない犬

（番犬、猟犬、座敷犬等すべての犬）

●料金1頭につき4，8（IO円

●日時及び会場

昭和63年10月13日（木）

場会 時 間

健康センダー

中央公民館

大鷹沢公民館

自川公民館

深谷公民館

福岡公民館

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

滝下会館i
小原公民館

午前9：00～9：10

　　9：30～9：4〔）

　1【）：10～10：21）

　1（1：4｛）～10：50

　11：20～11：30

　！1：5（，～12：01）

午後1：3（）～1：4｛）

　2：0（〕～2：10

　2：3（〕～2：4（〕

　3：00～3：10

　3：40～3：5｛）

　　　今月の納税は
市県民税の第3期分・国民健康保

険税の第5期分です。

納期内に納めましょう！

※狂犬病予防法に違反し、予防注射

を受けさせない飼主は、3万円以

下の罰金に処せられます，

※日程の都合のつかない方は、次の

指定獣医師により予防注射を受け、

保健衛生課（健康センダー）で登

録してください、

指定獣医師名

斎藤　好

保科善ク、

自石市宇半沢
1寵藝気削f73

住　　　所

自rf市斎川宇
御案内屋敷21

電　話

（2612235

12515954

7φ
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今月の休日当番医

2日（日曜日）

　内科　柿崎医院　　　盈25－2210

外科　刈田病院　　　含25－2145

9日（日日翌日）

内科　亘理医院　　　倉25－8501

外科　銭谷医院　　　盈25－2010

10日（体育の日）

内科　大沼医院　　　費25－2502

外科　宮城医院　　　費25－2062

16日（日曜日）

内科　刈田病院　　　盈25－2145

外科　刈田病院　　　盈25－2145

23日　（日曜日）

内科　広瀬医院　　　費25－0238

外科　加藤（大）医院　費26－2653

30日（日曜日〉

内科　三浦クリニック　　費25－6854

外科堤医院　　奮25－1181

11月3日（文化の日）

内科　海上医院　　　費25－1501

外科　斎藤医院　　　費25－1222

※都合により変更になる場合もあります。

市「内の交通事故

8／16～9／15　（）内は累計

★交通事故非常事態宣言中！

　　　　　　　（鯛件）

10月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

示克務相言炎

消
、 費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦入相談

．無率斗7去律

相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

14

14

14

14

5・25

14

14

　14
毎週月・水・金

リオン

6・2（1

、
！

ホ
2
ー

二

14

14

11

　
　
金

　
　
木

14

週
・

　
毎
吹

　
　
月

時間

10：00～

12：00

10100～

15：00

10：00～

15：00

10：00～
15100

1（〕：00

12：00

9：30～
15：（．）0

1〔）：0（1～

15：（10

10：00～

15：00

13：00～

14：00

10：30～

11：30

10：00～

15＝00

10：00～

15：00

10：00～

15：00

9：00～

17：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所2階

第2会議室
臼石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　　談　　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室
白石市f斐戸斤4F皆

第4会議室
階
室
館

　斤
議
民

　
す役

会
公

一
－づ

　
　
　
ド

　
　
ド

石
　
ー

白
第
斎
白石市役戸斤4ド皆

青少年相談

　　センター

内 容

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます，⊃

結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
侍遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
F）ごと

健康保険、船員保険、

厚生年金なと“

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法八の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内のへ聞関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法津につ1，、ての困を）ご

と

身体障害者精神薄弱者

の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

紙表の月今O
」〒）死亡細

　『ず†㌧　　　1人
　』葛ざ
　　　　　　（3人），

』　一』負爾騨

　　　　　　　18人　　懸

　　　　　　（107人）

　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　物損件数l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　1
　　　　　　　25件
　　　　　　（206イ牛）　！

　　　　　　　　　　　人口と
　　　　　　　　　　　世帯数

　　　　　　　　　　　63．9．1現在
一＿ ＿＿＿ ＿＿－

＿＿　　　　．1

　　　　　　　　　　　　1　　白石・刈田地区中学駅伝競争
麩し．、．籔、　！校薫鞭諮』胃繍

　　’　　　　！公民館を発着点とする28，8㎞の

　　　

響曾

42，466人
（＋51人）

　　
　響

20，847人
（十21人）

　　　督

21，619人
（十、30人）

一
11，768戸
（十6戸）

0内は対前月比 コ6


